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第１回北広島市市民協働推進会議 会議概要 

日  時 平成 23年 6月 28日（火）午後 5：30～6：46 

場  所 本庁舎 ２階 会議室 

出 
 

席 
 

者 

委 員 

（5名） 
中林委員、浅賀委員、井関委員、大橋委員、竹村委員 

事務局 
岩泉企画財政部長  

行政推進課  武田主査、西澤主査、川口主査 

傍 聴 者 0名（公開） 

会議次第 

 

1 開会 

2 委嘱状の交付  

3 市長あいさつ 

4 委員、事務局職員紹介 

5 会長、副会長の選出 

6 会長、副会長あいさつ 

7 議題 

(1) 議事録署名委員の指名について 

(2) 平成 23年度市民協働推進会議の運営について 

(3) 平成 23 年度市民協働事業提案及び公益活動事業補助金のプレゼ

ンテーション審査について 

(4)  平成 22 年度公益活動事業補助金の実績報告に基づく市長への

答申について 

8 その他 

9 閉会 

 

配布資料 

 
 資料 1  北広島市市民協働推進会議の運営について（確認事項） 
 資料 1-1北広島市市民協働推進会議指針 
 資料 1-2北広島市市民協働推進会議設置条例 
 資料 1-3北広島市公益活動事業補助金交付要綱 
 資料 1-4北広島市公益活動事業補助金交付事務要領 
 資料 1-5北広島市公益活動事業補助金審査要領 
 資料 1-6北広島市公益活動事業補助金応募の手引き 
 資料 1-7北広島市協働事業提案制度実施要綱 
 資料 1-8北広島市協働事業提案制度審査要領 
 資料 1-9北広島市協働事業提案制度応募の手引き 
 資料 2   北広島市公益活動事業補助金 H22 事業報告会、H23 申請事

業審査プログラム 
 資料 3   北広島市市民協働推進会議委員及び事務局職員名簿 
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日程１ 開会 

【事務局】 ただいまより、第 1回北広島市市民協働推進会議を開会します。 

 

日程２ 委嘱状の交付 

 市長から各委員（朝賀とも子、井関薫子、大橋弘昌、竹村画二、中林彰）に委嘱状

の交付を行った。 

 

日程３ 市長あいさつ 

【市 長】 本日は、大変お忙しい中、お集まりいただきまして誠にありがとうございます。 

また、ただいま委員の委嘱をさせていただきましたが、皆様方には日頃から市政の

推進にあたりまして、ご理解とご協力を賜り、重ねて厚くお礼申し上げます。 

 

近年、少子・高齢化や環境、教育、防災など、地域社会の課題が複雑かつ多様化し

てきています。これらの課題に公平・画一的な従来の行政サービスだけでは十分に対

応できないケースが多くなってきています。 

その一方で、市民が備えている潜在能力や資源を発揮して、自主的にこれらの課題

の解決に取り組む NPOや地域活動団体などの市民活動が注目されています。 

こうした市民活動団体と行政とが協働することにより、行政だけでは難しいきめ細

やかで柔軟な対応、新しいサービスが望まれています。 

この協働をいかにして推進していくかということで、そのガイドラインとなる「公

益活動団体との協働指針」を平成 20年の 5月に市民の皆さんが中心となった「協働推

進懇話会」からのご提言をもとに策定いたしました。 

この市民協働推進会議は、その「協働指針」に掲げる協働を促進するための方策の

ひとつとして設置したもので、公益活動団体と市の協働について、市民の皆さんが主

体となって、中立的な視点で透明性を確保しながら協働提案事業や公益活動補助金の

評価や改善提案などしていただきたいと考えているところであります。 

 

具体的な活動の内容につきましては、事務局からご説明いたしますが、皆様のお力

をお借りしながら市民が主役の協働を着実に推進し、魅力と活力あふれたまちづくり

が実現していくことを期待して、ごあいさつとさせていただきます。 

どうぞよろしくお願いいたします。 

 

日程４ 委員、事務局職員紹介 

    各委員、事務局職員からそれぞれ自己紹介を行った。 

 

 

 

■会議録 
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日程５ 会長、副会長の選出 

【事務局】 続きまして、会長・副会長の選出になりますが、北広島市市民協働推進会議設置条

例第５条第１項により委員の互選により選出することになっておりますが、事務局に

一任させていただけますでしょうか。 

 

（全委員了承） 

 

【事務局】 それでは、会長に第１期の副会長であった中林委員、副会長に朝賀委員にお願いし

たいと思いますが、よろしいでしょうか。 

 

（全委員了承） 

 

日程６ 会長、副会長あいさつ 

中林会長、朝賀副会長からそれぞれ挨拶が行われた。 

 

【事務局】 以後の進行につきましては、設置条例第６条第１項により会長が議長となりますの

で中林会長に進行をお願いいたします。 

 

日程７ 議題 

【会 長】 それでは、次第７の議題に入ります。 

まず、議題１の議事録署名委員を指名の指名ですが、本会議の会議録を作成・公表

していきたいと考えておりますので、議事録署名委員には竹村委員にお願いします。 

 

【会 長】 議題２の委員会の運営方法について資料 1により、事務局から説明願います。 

 

（事務局から資料１について説明） 

 

【会 長】 ただいま、事務局から会議の運営について資料１の説明がありましたが、これは確

認事項ですので、引き続き資料 1-1から 1-9まで説明願います。 

 

（事務局から資料 1-1から 1-9について説明） 

 

【会 長】 それでは、ただいま事務局説明がありましたが、ご意見・ご質問等ありませんか。 

 

【Ｃ委員】 公益活動事業補助金交付要綱と事務要領の違いについて説明願います。 

 

【事務局】 この交付要綱は、団体に対する補助金の交付を行う際の手続について定めたもので

す。補助金の交付という一連の手続の流れ、当該手続で用いる様式などについて規定

されています。 
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事務要領は、行政が事務処理を進めていく上での基準を定めるもので、内部規定的

な性格のものです。 

     

【会 長】 他にありませんか。なければ次に議題３ですが、関連がありますので議題４とあわ

せて事務局から説明願います。 

 

（事務局から説明） 

 

【会 長】 ただいまの事務局の説明にご意見・ご質問等ありませんか。 

それでは、7月 3日の公開プレゼンテーションの後に、この協働推進会議において審

査するわけですが、議論の内容によっては当日終わらないで持ち越すことも考えられ

ますね。 

 

【事務局】 当日は 11時にプレゼンテーション終了の予定ですが、議論の内容により正午すぎる

ことも考えられますが、午後も引き続き審査を続けるのか、日を改めて審議会を開催

するか委員の皆さんどうでしょうか。 

 

【会 長】 スケジュールがタイトなこともありますので、当日審議が長引いた場合は、昼食を

挟んで午後も審議を継続して行うことでよろしいでしょうか。 

 

（全委員了承） 

 

【会 長】 それでは、プレゼンテーションの後、結論が出るまで審議するということにします。 

次に第８のその他ですが、委員の皆さん質問等ありませんか。 

 

【副会長】 この補助金については広報等で周知すると思いますが、まだまだ市民に広く浸透 

していないということが、前委員の中で課題として残りました。今年も昨年と同じ団 

体からの申請が出ていますが、このことが課題だと思います。 

 

【会 長】 それと協働事業の申請は今のところ出ていないのですか。 

 

【事務局】 2件ほど相談がありましたが、申請はありませんでした。 

 

【会 長】 補助金は審査の結果、予算を下回ることがありますね。協働事業については申請が

ないということで、それぞれ追加募集をどうするのかということを、今日の会議での

検討事項としますか、それとも 7月 3日の会議で検討しますか。 

 

【事務局】 今回の申請に対して交付・不交付を決定してから検討するということで、どうでし

ょうか。 
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【会 長】 それでは、今回の申請の審議後に検討することにします。 

      この補助金と協働事業制度をもっと市民に周知し、活用してもらうための PRをどう

するかということも、この会議の今後のテーマの一つと控えておいてください。 

      ほかに意見ありませんか。無ければ次回の日時について確認と事務局からあればお

願いします。 

 

【事務局】 次回の会議につきましては、7 月 3 日 9 時から平成 22 年度の事業報告会と 23 年度

の申請事業にかかる公開プレゼンテーションの審査がございますので、時間前に中央

会館集会室にお集まり願います。 

      プログラム上では 12 時 15 分終了を予定しておりますが、先ほど会長が言われまし

たとおり、審議の状況によっては、時間が延長することもある旨ご了承願います。 

      また、7 月 3 日の審査が終わってから、追加募集の件について協議したいと思いま

すが、追加募集するということになれば、再度公開プレゼンテーション、審査という

ことになります。 

      なお、今後この会議を開催する際の時間帯等ですが、皆さんの都合がつきやすい日、

時間等を確認したいと思います。 

 

【会 長】 皆さん仕事があるでしょうから、平日の夜か休日になると思いますが、皆さんどう

でしょうか。 

 

     （全員平日の夜が良いとの意見） 

 

【会 長】 それでは、この会議は平日の夜に開催することとします。ただし、今回の公開プレ

ゼンテーションのような場合は、休日の開催もありますのでご了承願います。 

 

【会 長】 これをもちまして、平成 23年度第 1回市民協働推進会議を閉会します。 

本日は、お疲れさまでした。 

 


